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であった。そのために，Iwa は発言 20085 以
降，他の生徒との対話を自信をもって行うこ
とができた。
























































40183 Ada 18 － 2 で 16。
40184 T それは，6 の場合。じゃ，n の場
合は？
40185 Ada n の場合は，n － 2。
40186 T n － 2 ？
40187 Ada はい。
40188 T n － 2 ？
40189 Ada えっ？










40200 Iwa この場合は，6 － 2 ？
40201 T うん。n の場合は？
40202 Ada n － 2，じゃないんですか？ 3n －
図７ Adaの図②
2。
40203 T おぉ。3n － 2。
40204 Iwa おぉ。






















教師は，40186 や 40188 の２度に渡り「ｎ
－２？」と疑問形で Ada に尋ねている。Iwa





































Ada の発言 40205「6 － 2 じゃない。」や 40207
「これ（１辺の碁石が６の場合）が 18 － 2
で」に見られるような数による検討であった。



















差に着目し，(1 ＋ 4 ＋ 7





























式「(2n － 1+1)×(n ÷ 2)。末項 3n － 2」，
図８ Iwaの図④
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発言 40261 や 40263 にあるように Iwa の注目
した焦点「図８。1+4+7+10+13。」を自らの
注目した焦点に加え，対象を移行させた。つ









で末項 3n － 2 が共有された。
これらのことから Ada は場面Ⅲや発言
40259 で 3n － 2 について言及しているが，
それらの時点では，数列の末項という認識は
なく，碁石の増加数の一般項という認識であ
った。発言 40268 で，Iwa の意図した焦点「1
から何かの数までの和。」の「何かの数」が，
「3n － 2」となり，意図した焦点「（五角数）

































































































Ada の発言 40954 では，注目した焦点も意
図した焦点も適切であった。しかし，Ada の




















Ada の注目した焦点のずれを Iwa は明確に指
















この Ada の発言 40980 をきっかけに Iwa の
学習も Ada により徐々にではあるが進展し
始めた。その進展は，Ada が発言 40982，40984，
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